
技術の曰立 

こ れ か ら は 

1 

ヌ ー パ ー ア イ ラ ン ド で す 。 き " 丁 八 0 " 隱 

きき,
：： 

検診車へョコ積みするときでも「600111の映像系タテスライド」，「逆傾^45。」 

謹と機能を大きくし、さらに「映像系のョコスライド」を装備して天板のスライドをなくしました。 

| "設靄スペースが絶対的に狭い検診車にスペース効率良く搭載でき、しかも検診効率を良くし 

画質を向上させる。" 

^この曰立のコンセブ卜をさらにつさつめた 

のが「スーパーアイランド」です。 
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第55回日本消化器集団検診学会関東甲信越地方会プログラム 
1998年2月28日（土） 

会場：栃木県総合文化センター宇都宮市本町1-8 (丁5し028-643-1000) 

砂川正勝（獨協医科大学第一外科） 

午前の部 

9 00 

9 25～ 9 ： 
9 30 ̃  9 ： 

受付開始 

開会会長挨^砂川正勝（獨協医科大学第一外科） 

一般演題 

座長国立がんセンター中央病院放射線部大棒秀ー 

1.発泡剤の検討（第一報） 

東京医科大学霞ケ浦病院放射線部田中俊幸ほか 

2，発泡剤の検討（第二報） 

東京医科大学霞ケ浦病院放射線部岡田啓ほか 

3.0：領域の抽出能向上に対するバリウム，撮影法の検討 

(財）栃木県保健衛生事業団 增惰英夫ほか 

9 ！ 51～10 ：19 

座長獨協医科大学健康管理科 久内 徹 

4ー 地域癌登録からみた検診発見胃癌の死因（第2報） 

石野順子ほか 

原 久 弥 ほ か 

大塚徹志ほか 

荒 井 良 ほ か 

田淵 嵩文ほか 

て 

神奈川県予防医学協開消化器科 

さ.胃集検における残胃について 

安房医師会 

ん年度別早期/進行癌の比率について 

千葉県対がん協会 

フ.平成8年度の胃集団検診-について 

宇都宮市医師会成人病対策委員会 

10 ：19～10 ： 47 

座長東京医科大学霞ケ浦病院外科 

8，胃XI所見とヘリコパクターピロリ菌検査の関連に-

(財）霞ケ浦成人病研究事業団検診センター 

會田美恵子ほか 

え人間ドックにおける13 (：̶尿素呼気試験施行例の検討 

獨協医科大学健康管理科 芳賀としほか 

10.人間ドックにおける腹部超音波検査の有用性 

(特に胆のう病変について） 

(財）霞ケ浦成人病研究事業団検診センター 

弘中美保子ほか 

11.短期ドック受診者の不安に対するアンケート調査から 

獨協医科大学病院8西病棟 伊藤優子ほか 

10 ： 47～1に15 

麼長群馬県検康づくり財団 今井貴子 

12.検診で発見された直腸粘膜脱症候群（^？ヌ）の一例 

大日本印刷検康保健組合市谷診療所内科 

笹本香代子ほか 

13.注腸検査で抽出可能な隆起性病変について 

(財）群馬県検康づくり財団診療部徳江千春ほか 

14.注腸X線検査の病変抽出能の検討 

神奈川県労働衛生福祉協会（神奈川県成人病検診センタ-

本田今朝男ほか 

15.大腸^癌に対する注腸X線検査の抽出能の検討 

多摩がん検診センタ̶消化器科平壤伸ほか 

1にに～1に36 

座長山梨医科大学第一内科 小嶋裕一郎 

16.大腸癌検診受診歴からみた検診発見大腸癌の検討 

山梨医科大学第一内科 細田健司ほか 

1フ.栃木県における集検発見大腸癌の調査状況 

(財）栃木県保健衛生事業団 大出定夫ほか 

18.教室における集検発見大腸癌の検討 

獨協医科大学第一外科 藤田昌紀ほか 

休憩9分 

11：45 ̂ 1 2 ： 30 

特別講演「21世紀の消化器集検の課題」（消化器集検の現在，過丟，未来)」 

日本消化器集団検診学会関東甲信越地方会代表世話人 

国立がんセンター中央病院名誉院長 

(財）早期胃癌検診協会理事長 

市川平三郎先生 

司会会長砂川正勝（獨協医科大学第一外科） 

12 ： 30～13 ： 3 0昼食 

13 ： 30～13： 4 0総会 

午後の部 

13 ： 40～14： 25教育講演「転機をむかえた癌検診」 

山形大学医学部公衆衛生学教室教授 

深尾彰先生 

司会獨協医科大学名誉教授 

東京都予防医学協会 信田重光 

14 ： 25～16 ：10 

シンボジゥム「癌登録の実情と今後」 

座長栃木県立がんセンタ̶ 富永慶晤 

1.神奈川県のがん登録の現状と今後について 

神奈川県立がんセンタ̶企画調査室〇夏井佐代子、本橋久彦 

1.千葉県がん登録の現状と将来 

千葉県がんセンター，疫学研究部〇村田紀、高山喜美子 

3.茨城県地域がん登録事業の現状と今後 

茨城県健康科学センタ̶ 〇川上智美 

4，新潟県のがん登録とがん検診 

新潟県福祉保健部健康対策科 〇堀井淳ー 

新潟県がん登録室 小越和栄 

5.群馬県がん登録事業の現状と今後の課題 

群馬県保健福祉部保健予防課 〇遠藤忠昭 自 

6.栃木県のがん登録 

栃木県地域がん登録室 〇荘司明彦 

栃木県がん登録委員 小山靖夫 

栃木県がん登録委員 森 昇 二 

特別発言栃木県立がん検診センター 小山靖夫 

16 ：10～16 ：15 次回地方会会長挨撐 

多摩がん検診センタ一 細井董三 

閉会 

16 ： 30～18： 30懇親会宇都宮東武ホテルグランデ〖6階龍田） 
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わ
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。
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わ
れ
る
こ
と
"と
記
 

さ
れ
て
い
る
。
俗
に
言
う
お
化
 

け
に
な
つ
て
出
て
く
る
こ
と
で
、
 

自
分
が
撮
影
し
た
造
影
画
像
を
 

「
示
現
」
と
表
現
す
る
の
を
聞
く
 

と
、
そ
の
バ
リ
ウ
ム
像
は
胃
粘
 

膜
実
像
と
は
ほ
ど
遠
い
、
1し
 

げ
な
像
で
は
な
い
か
と
勘
繰
り
 

た
く
な
る
。
 

広
辞
苑
で
「
示
現
」
の
隣
に
、
 

「
示
顕
」
り
示
し
あ
ら
わ
す
こ
と
 

と̂
書
い
て
あ
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携
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。
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。
 

そ
し
て
、
現
実
の
問
題
と
し
 

て
痛
感
し
た
の
は
、
本
当
に
大
 

切
な
人
が
仕
事
を
し
て
く
れ
な
 

い
と
我
々
の
学
会
事
務
局
は
機
 

能
を
ま
つ
た
く
停
止
し
て
し
ま
 

う
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
 

「
胃
集
検
通
信
」
は
、
本
来
な
ら
 

ば
、
昨
年
十
一
一
月
に
発
行
す
る
 

こ
と
に
な
つ
て
い
ま
し
た
が
、
 

永
嶋
さ
ん
を
欠
い
た
陣
容
で
は
 

い
か
ん
と
も
し
が
た
い
こ
と
で
 

し
た
。
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事
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と
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、
お
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し
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。
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お
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嶋
さ
ん
が
念
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て
い
る
の
も
そ
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こ
と
に
違
い
な
い
と
私
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思
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ま
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嶋
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あ
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か
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と
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こ
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で
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と
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あ
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ま
 

せ
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。
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の
学
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事
務
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つ
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ら
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嶋
浩
一
さ
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の
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に
倒
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た
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と
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昨
年
八
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さ
ん
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感
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。
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す
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。
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が ん 保 険 だ け で は 

# 、 匿 7 1 ^ が ん は 防 げ ま せ ん 。 
(^"《予防に有効な12力条"？す。〈国立がんセンタ—提唱〉 

0 

お酒はほどほどに。 

毎曰、変化^お 3 

食 生 活 あ 

パラしスめとれた 

栄養它と3。 

的 

かひ 0生えたち^に注意。 

塩辛いち^は少な^に、 

あまり熱いち0は 

さまし"7から。 

焦けた 3分はさけ 3。 

体ちII潔に。 

食べち " から通置 - ビタミ ^ 

臟維貢"ちめ屯多ぐと 3。 

たばこは眼わないように。 

2,700万人の方からご支辭いただいています。 

食べすき"&避け、 

履肪はむか文めに 

0 0 適度にスポー、タきす3。 

(^一パーがん保険 

#1^/21 こ 
生 き る た め に 、 活 き る 保 険 を 。 

アメ^》ミリ-生翁保険会社 
契約者サービス部8 0 3 - 3 3 4 2 - 1 6 6 0 
〒163，04東京都新宿区西新宿2-1-1新宿三井ビル12階 

表1山梨県における大腸がん検診実施状況の推移 

検診受信者数検診受診率要精密検査者数精検率精検受診者数精検受診率発見がん数がん発見率 

元 12,489 15.0^ 1,836 14.6:96 626 34.1096 8 0.064 

24,815 15.5:96 4,185 16.9096 1,626 38.9096 17 0.068 

3 33,003 2 1 1賜 5,072 15.3^ 2,431 47.8^ 39 0.117 

4 38,738 18.509^ 3,911 10.1096 2,034 52，00外 41 0.105 

43,219 20.3^ 3,663 830ぉ 1,979 54.0096 34 0.079 

6 44,592 21.1:96 2,961 6，60ぁ 1,686 56.8:96 37 0.083 

45,316 21.5^ 3,003 6，60ぉ 1,697 56，50ぉ 40 0.087 

表4明野村における大腸がん検診受診状況 

年度対象数受診数 受診率 要精検者数要精検率精検受診数精検受診率発見がん数異常なし数 異常なし率 

元1,784 386 21.6 47 31 66.0 0.0 20 64.5 

21,690 748 44.3 162 21.7 69 42.6 50 72.5 
31,668 886 53.1 79 8.9 40 50.6 27 67.5 

41,703 916 53.8 96 10.5 56 58.3 34 60.0 
51,728 933 54.0 91 9.8 51 56.0 26 51.0 
61,723 915 53.1 86 9.4 62 72.1 38 61.3 
71,680 909 54.1 56 6.2 47 83.9 0.0 23 48.9 

81,689 966 57.1 63 6.5 56 88.8 4 20 35.7 

I 

し 

表2 精密検査受診理由（複数回答） 

理由 男 女 計 

今は何ともない 15 (アドお）10ぱ^) 25はミぉ） 

仕事が忙しい 6 ^ぶぉ） 3 ( バ ^ ) 9 ^之石ぉ） 

検査が大変 3 (，"幻 7ほら.89010 〈25細 

検査が痛い 3 8 

下剤が大変 1 

空気を入れるから 1 

食事が面倒 

癆があるため出血 4 (はでお） 4にリぉ） 8ほ烽则 

前の検査で異常なし 1は 8 5 ^ 2 00.550 3 に 5 ぉ 

検査部位に抵抗あり 1〈4 ，） 2 00.590 3にさお） 

計 21 19 40 

こ
の
1か
ら
3ま
で
の
過
程
つ
 

ま
り
、
医
師
か
ら
検
診
に
つ
い
 

て
の
話
し
を
聞
い
た
あ
と
、
保
 

健
婦
に
よ
り
個
別
に
受
診
病
院
 

や
受
診
日
の
確
認
を
す
る
こ
と
 

で
、
気
持
ち
が
受
診
に
傾
く
よ
 

う
で
す
。
 

4
結

果
 

表
4に
、
本
村
に
お
け
る
受
 

診
状
況
が
あ
り
ま
す
。
向
上
対
 

策
を
始
め
た
平
成
六
年
か
ら
精
 

検
受
診
率
は
徐
々
に
上
昇
し
、
 

平
成
八
年
度
は
、
え
お
の
受
診
 

率
と
な
り
ま
し
た
。
 

大
腸
が
ん
検
診
は
、
胃
が
ん
 

や
子
宮
が
ん
の
検
診
に
比
べ
る
 

と
そ
の
歴
史
は
浅
く
、
ラ
ジ
オ
 

や
丁
 
V
、
雑
誌
な
ど
で
か
な
り
 

？
化
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
 

検
査
の
意
味
な
ど
の
理
解
が
不
 

十
分
な
所
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
 

れ
ま
す
。
新
し
い
事
業
を
始
め
 

る
と
き
は
や
は
り
、
各
地
区
公
 

民
館
な
ど
を
回
り
、
目
的
や
意
 

味
な
ど
住
民
に
正
し
い
情
報
を
 

持
つ
て
も
ら
う
た
め
の
方
策
を
 

す
る
こ
と
が
、
一
時
検
診
の
受
 

診
率
や
精
密
検
査
の
受
診
率
を
 

上
げ
る
た
め
に
も
必
要
だ
っ
た
 

と
惑
じ
て
い
ま
す
。
 

る
よ
、
つ
に
思
い
ま
す
。
 

検
査
の
あ
と
さ
ら
に
詳
 

し
い
検
査
や
手
術
が
必
 

要
に
な
つ
た
時
な
ど
、
 

そ
の
対
象
者
が
再
受
診
 

し
な
い
場
合
も
あ
り
、
 

そ
の
ケ
Iス
に
つ
い
て
 

は
病
院
か
ら
連
絡
を
も
 

ら
い
、
訪
問
し
て
再
受
 

診
の
す
す
め
を
す
る
な
 

ど
の
働
き
か
け
も
行
つ
 

飞
レ
ま
づ
 

地
域
の
状
況
も
あ
 

り
、
い
ろ
い
ろ
む
ず
か
 

し
い
問
題
も
あ
ろ
う
か
 

と
思
い
ま
す
が
、
大
腸
 

が
ん
は
増
加
の
一
途
を
 

た
ど
つ
て
お
り
、
住
民
 

が
健
康
で
生
活
で
き
る
 

よ
う
、
医
療
機
関
も
行
 

政
も
協
力
し
あ
つ
て
い
 

か
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
 

要
精
検
率
が
高
か
っ
た
平
成
 

六
年
ま
で
は
、
精
密
検
査
を
受
 

診
し
て
も
「
異
常
な
し
」
の
人
の
 

割
合
が
高
い
状
況
に
あ
り
ま
し
 

た
。
受
診
者
に
し
て
み
れ
ば
決
 

し
て
ラ
ク
な
検
査
と
言
え
な
い
 

だ
け
に
、
一
時
検
診
の
精
度
が
 

向
上
し
、
精
密
検
査
の
必
要
な
 

人
が
少
し
で
も
減
る
こ
と
を
希
 

望
し
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
地
域
 

に
お
い
て
保
健
婦
と
か
か
わ
る
 

回
数
が
増
え
、
受
診
を
す
す
め
 

や
す
く
な
り
、
精
密
検
査
を
受
 

け
る
人
が
増
加
す
る
と
考
え
ま
 

す
。
 

人
間
、
具
合
が
悪
く
な
ら
な
 

い
と
な
か
な
か
病
院
に
は
出
か
 

け
ま
せ
ん
。
「
検
査
を
し
た
方
が
 

良
い
で
す
」
と
す
す
め
ら
れ
る
 

よ
り
「
こ
の
日
の
検
査
に
な
り
 

ま
す
」
と
一
一
一
IIIわ
れ
る
方
が
、
覚
悟
 

が
で
き
受
診
す
る
人
が
ふ
え
ま
 

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
医
 

療
機
関
と
の
連
携
が
大
変
重
要
 

に
な
り
ま
す
。
本
村
の
場
合
、
村
 

内
に
精
検
が
で
き
る
医
療
機
関
 

が
な
く
、
ま
た
、
組
合
立
の
病
院
 

を
か
か
り
つ
け
医
に
し
て
い
る
 

人
が
多
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
 

医
療
機
関
と
も
連
絡
が
と
り
や
 

す
く
、
精
検
に
結
び
付
い
て
い
 

「
受
診
率
向
上
に
は
、
住
民
に
正
し
い
情
報
を
持
っ
て
も
ら
う
」
 

一
〇
月
一
.八
日
(土
)甲
府
市
甲
府
富
士
屋
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
；
？
；
回
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
関
東
甲
信
越
地
方
会
(藤
野
雅
 

之
会
長
)の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
腸
検
診
に
お
け
る
精
検
の
問
題
点
」
に
お
い
て
ー
精
密
検
診
受
診
率
向
上
の
試
み
︱
と
し
て
，
山
 

梨
県
北
巨
摩
郡
明
野
村
深
沢
久
美
子
保
健
婦
よ
り
/
検
診
に
つ
い
て
住
民
は
勝
手
に
解
釈
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
，
正
し
い
情
 

報
を
持
つ
て
も
ら
う
方
策
が
必
要
で
，
そ
れ
を
し
な
い
と
受
診
率
向
上
に
つ
な
が
ら
な
い
」
と
報
告
さ
れ
た
 

1
は
じ
め
に
 

老
人
保
険
法
で
実
施
さ
れ
て
 

い
る
検
診
の
中
で
、
山
梨
県
に
 

お
け
る
大
腸
が
ん
検
診
の
受
診
 

率
及
び
精
密
検
査
受
診
率
は
表
 

1の
と
お
り
で
、
少
し
ず
つ
上
 

昇
し
て
は
い
ま
す
が
、
伸
び
悩
 

み
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。
本
村
 

で
も
精
密
検
査
の
受
診
率
に
つ
 

い
て
は
県
と
同
様
の
状
況
に
あ
 

り
、

%̂台
か
ら
な
か
な
か
上
 

が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

本
村
の
検
診
は
、
基
本
健
診
、
 

胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
乳
が
ん
、
大
 

腸
が
ん
、
超
音
波
検
診
を
す
ベ
 

て
同
時
実
施
し
て
い
ま
す
。
精
 

検
者
へ
の
対
応
の
方
法
で
す
が
、
 

時
検
診
を
四
月
に
行
い
、
五
 

月
に
結
果
が
出
ま
す
。
各
地
区
 

公
民
館
で
結
果
の
説
明
会
を
行
 

，
、
精
検
者
に
対
し
て
は
、
保
健
 

婦
が
個
別
に
精
検
の
必
要
性
を
 

話
し
、
受
診
を
す
す
め
ま
す
。
こ
 

れ
は
、
同
時
実
施
す
る
ど
の
検
 

診
の
精
検
に
つ
い
て
も
同
じ
で
 

す
。
 

一
一
ヶ
月
後
、
精
検
の
結
果
が
 

返
っ
て
こ
な
い
方
に
対
し
、
往
 

復
ハ
ガ
キ
で
受
診
の
確
認
を
し
、
 

未
受
診
者
に
は
、
電
話
か
訪
問
 

で
再
度
受
診
の
す
す
め
を
し
ま
 

す
。
さ
ら
に
三
ヶ
月
に̂
同
様
 

の
方
法
で
未
受
診
者
に
は
た
ら
 

き
か
け
て
い
ま
す
が
、
他
の
検
 

診
は
^
の
精
検
受
診
率
 

な
の
に
、
大
腸
が
 

ん
検
診
に
つ
い
て
 

は
、
な
か
な
か
受
 

診
率
が
上
が
り
ま
 

せ
ん
で
し
た
。
そ
 

こ
で
、
な
ぜ
受
診
 

さ
れ
な
い
の
か
そ
 

の
理
由
を
調
査
 

し
、
そ
の
結
果
に
 

も
と
づ
い
た
働
き
 

か
け
に
よ
り
、
受
 

診
率
の
向
上
を
試
 

み
た
の
で
、
報
告
 

明
野
村
は
山
梨
 

県
の
北
西
部
に
あ
 

り
人
口
四
九
五
〇
 

人
、
老
齢
人
口
割
 

合
が
ぁ̂
と
高
齢
 

者
の
多
い
山
村
で
 

す
。
し
た
が
つ
て
、
 

老
健
法
の
健
診
の
 

対
象
者
も
、
5才
 

き
ざ
み
の
年
齢
で
 

み
る
と
、
ぉ
︱
8 

才
が
一
番
多
い
人
 

数
と
な
つ
て
い
ま
 

す
。
医
療
機
関
は
、
村
の
診
療
所
 

が
一
ケ
所
あ
り
ま
す
が
、
入
院
 

施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。
胃
の
精
 

検
は
で
き
ま
す
が
大
腸
が
ん
の
 

精
密
検
査
は
で
き
ま
せ
ん
。
村
 

の
中
心
部
か
ら
車
で
3分
く
ら
 

い
の
と
こ
ろ
に
、
本
村
と
な
り
 

町
の
組
合
立
病
院
が
あ
り
、
週
 

三
回
病
院
の
バ
ス
が
村
内
を
巡
 

回
し
、
患
者
の
送
迎
を
し
て
い
 

ま
す
。
自
分
で
車
の
運
転
を
す
 

る
人
で
し
た
ら
、
甲
府
の
医
療
 

機
関
ま
で
、

分̂
く
ら
い
で
受
 

診
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
 

医
療
機
関
に
つ
い
て
の
不
自
由
 

さ
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
保
 

健
婦
は
ー
一
人
で
す
。
 

2
精
密
検
査
未
受
診
者
調
 

査
か
ら
わ
か
つ
た
こ
と
 

未
受
診
者
に
対
す
る
調
査
は
、
 

平
成
五
年
度
に
保
健
婦
の
訪
問
 

に
よ
り
面
接
聞
き
と
り
で
行
い
 

ま
し
た
。
 

調
査
の
対
象
者
は
平
成
四
年
 

度
大
腸
が
ん
検
診
の
精
密
検
査
 

未
受
診
者
5名
で
し
た
。
年
令
 

別
に
は
、
8才
代
が

名̂
で
最
 

も
多
く
、
 

^
代
^
名
、
5
代
8 

名
、

才̂
以
上
5名
と
な
っ
て
 

い
ま
す
。
精
検
未
受
診
の
理
由
 

に
つ
い
て
は
、
表
の
2に
示
し
 

て
あ
り
ま
す
。
 

当
初
私
達
保
健
婦
は
、
検
査
 

の
苦
痛
が
一
番
の
理
由
で
受
診
 

し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
 

て
い
ま
し
た
が
、
「
今
何
と
も
な
 

い
か
ら
受
診
し
な
い
」
と
い
う
 

人
が

お̂
以
上
あ
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
仕
事
が
忙
し
く
て
受
診
 

し
な
い
人
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
 

特
に
本
村
で
は
、
検
診
の
結
果
 

が
五
月
に
出
る
た
め
、
ち
ょ
う
 

ど
六
月
、
七
月
と
農
繁
期
に
な
 

り
、
時
期
を
の
が
す
と
、
何
と
も
 

な
い
か
ら
そ
の
ま
ま
受
診
せ
ず
、
 

一
年
が
過
ぎ
て
し
ま
う
と
い
う
 

状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
 

検
査
日
を
決
め
、
一
回
の
受
診
 

で
検
査
で
き
る
方
法
が
と
れ
れ
 

ば
、
表
3に
あ
る
よ
う
に
「
受
け
 

な
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
以
外
 

は
気
持
ち
に
ふ
ん
切
り
が
つ
き
、
 

受
診
に
結
び
つ
く
の
で
は
な
い
 

か
と
考
え
ま
し
た
。
 

山
梨
県
で
は
県
単
事
業
と
し
 

て
、
平
成
元
年
度
か
ら
大
腸
が
 

ん
検
診
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
 

本
村
で
は
平
成
五
年
度
で
は
ま
 

だ
検
診
に
つ
い
て
の
知
識
や
経
 

験
が
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
 

状
態
に
あ
り
ま
し
た
。
と
い
う
 

の
も
、
未
受
診
者
5
人
の
内
、
 

？
精
検
の
内
容
に
つ
い
て
知
 

ら
な
い
」
と
答
え
た
人
が
、
ぁ̂
 

も
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
一
 

回
の
便
検
査
だ
け
で
精
密
検
査
 

に
な
る
こ
と
が
納
得
で
き
な
い
 

の
か
、
再
度
便
の
検
査
を
し
て
 

異
常
が
あ
れ
ば
、
精
検
を
受
け
 

る
と
い
う
人
が

お̂
も
あ
り
ま
 

し
た
。
胃
が
ん
や
肺
が
ん
な
ど
、
 

他
の
検
診
は
精
密
検
査
に
な
つ
 

た
場
所
を
示
す
写
真
や
診
察
の
 

依
頼
者
が
あ
り
、
受
診
者
も
何
 

と
な
く
で
も
、
精
密
検
査
に
 

な
っ
た
部
位
や
理
由
が
目
で
見
 

え
る
た
め
、
精
密
検
査
に
つ
な
 

が
り
や
す
い
よ
、
つ
に
思
い
ま
す
。
 

3
受
診
率
向
上
対
策
と
し
 

て
 ひ

と
つ
め
に
、
健
康
教
育
の
 

開
催
が
あ
り
ま
す
。
一
時
検
診
 

で
便
潜
血
反
応
陽
性
と
な
つ
た
 

人
を
対
象
に
、
専
門
医
よ
り
話
 

し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

こ
の
教
室
へ
の
出
席
状
況
は
、
 

対
象
者
の

お̂
く
ら
い
で
す
。
 

内
容
は
、
便
潜
血
検
査
を
な
ぜ
 

す
る
の
か
、
便
潜
血
反
応
(
十
)
の
 

持
つ
意
味
、
こ
れ
は
痔
が
あ
る
 

と
そ
の
た
め
の
出
血
だ

受̂
 

自
分
で
 

勝
手
に
解
釈
し
て
い
る
部
分
を
、
 

わ
か
り
や
す
く
話
し
を
し
て
い
 

た
だ
く
事
に
よ
り
、
「
や
は
り
精
 

密
検
査
は
必
要
な
の
だ
」
と
、
理
 

解
さ
れ
る
よ
う
で
し
た
。
 

ふ
た
つ
め
に
、
受
診
病
院
の
 

確
認
が
あ
り
ま
す
。
 

大
腸
の
精
検
は
県
内
ど
の
病
 

院
で
も
検
査
が
で
き
る
わ
け
で
 

な
ぐ
、
精
検
実
施
可
能
医
療
機
 

関
を
受
診
し
ょ
う
と
し
て
い
る
 

の
か
ど
う
か
、
確
認
し
ま
す
。
こ
 

の
精
検
実
施
可
能
医
療
機
関
に
 

つ
い
て
は
、
医
師
会
を
通
じ
て
 

調
査
さ
れ
た
資
料
が
市
町
村
に
 

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
参
 

考
に
し
て
い
ま
す
。
 

み
つ
つ
め
に
、
検
査
の
予
約
 

が
あ
り
ま
す
。
精
検
に
あ
た
つ
 

て
は
、
下
剤
や
食
事
な
ど
の
問
 

題
か
ら
、
予
約
が
必
要
に
な
り
、
 

何
回
か
病
院
に
足
を
運
ぶ
必
要
 

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
分
の
 

か
か
り
つ
け
医
や
受
診
希
望
病
 

院
が
な
い
方
だ
け
を
対
象
に
、
 

本
村
の
組
合
立
病
院
と
連
絡
を
 

取
り
合
い
、
事
前
に
予
約
を
す
 

る
よ
う
に
し
、
本
人
は
決
め
ら
 

れ
た
日
に
病
院
に
行
け
ば
よ
い
 

と
い
う
方
法
を
と
つ
て
み
ま
し
 

た
。
検
査
方
法
は
、
ゴ
ラ
イ
テ
 

リ
︱
液
に
よ
る
前
処
置
で
、
八
.上
 

大
腸
内
視
鏡
に
よ
る
検
査
で
す
。
 

ば
力
り
 

で
な
い
 

事
ぺ
 

回
の
検
 

査
で
陽
 

性

に
 

な
っ
た
 

時
、
二
 

回
、
三
回
 

と
便
検
 

査
を
ゃ
 

る
意
味
 

が
な
い
 

事
な
ど
、
 

住
民
が
 


